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流域における都市計画の現状
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○無秩序な土地利用
・住宅と工場が混在
・農地と宅地が混在
○都市施設の不足
・道路が狭い
・公園、下水道がない
○自然環境の破壊
・里山等の開発

○計画的な土地利用
・住宅、店舗、工場等の区分け
・農地と宅地の区分け
○都市施設の整備
・道路の整備
・公園、下水道の整備
○自然環境の保持
・里山等の保全

●都市計画によるまちづくりのイメージ都市計画によるまちづくりのイメージ
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都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針
（都市計画マスター
プラン）

市町村の都市計画に
関する基本的な方針
(市町村都市計画マ
スタープラン)

土地利用に関する計画

都市施設に関する計画

市街地開発事業に関する計画

市街化区域・市街化調整区域、地域地区など、土
地利用について規制・誘導するための計画です。

道路、公園、下水道など都市にとって必要な施設
について定める計画です。

土地区画整理事業、市街地再開発事業などの事業
について定める計画です。

将来像

具体計画

自然的環境の整備または保全に関する計画

緑地等の整備または保全について定める計画です。

●都市計画の体系都市計画の体系
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●都市計画区域指定図都市計画区域指定図
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都市計画
区域(23.2%)

福井県総面積
4,188.76㎞2

都市計画区域外
(76.8%)

用途地域
(3.6%)

その他
(19.6%)

用途地域
(58%)

都市計画
区域外
(11%)

福井県総人口
828,731人

都市計画区域(89%)

その他(31%)

●県総面積に対する割合 ●県総人口に対する割合
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●都市計画の内容 （　　は福井県で決定されているものです。〔平成 14 年 3 月 31 日現在〕）

市街化区域・市街化調整区域 市街化区域

市街化調整区域

用途地域 第一種低層住居専用地域

特別用途地区 第二種低層住居専用地域

特定用途制限地域（※） 第一種中高層住居専用地域

高層住居誘導地区 第二種中高層住居専用地域

高度地区 第一種住居専用地域

高度利用地区 第二種住居専用地域

特定街区 準住居地域

防火地域 近隣商業地域

準防火地域 商業地域

美観地区 準工業地域

地域地区 風致地区 工業地域

駐車場整備地区 工業専用地域

臨港地区

歴史的風土特別保存地区

第一種歴史的風土保存地区

第二種歴史的風土保存地区

緑地保全地区

流通業務地区

生産緑地地区

伝統的建造物群保存地区

航空機騒音障害防止地区

航空機騒音障害防止特別地区

市街地再開発促進区域

促進区域 土地区画整理促進区域

住宅街区整備促進区域

拠点業務市街地整備土地区画整理促進区域

遊休土地転換利用促進区域 交通施設　道路･都市高速鉄道･駐車場･自動車ター

被災市街地復興推進地域 ミナル･空港･港湾･軌道

地区計画 公共空地（公園･緑地･広場･墓園･運動場）

住宅地高度利用地区計画 供給施設　水道･電気供給施設･ｶﾞｽ供給施設･地域冷

地区計画等 再開発地区計画 暖房施設

防災街区整備地区計画 処理施設　下水道･汚物処理場･ごみ焼却場･ごみ処

沿道地区計画 理場･その他の処理施設

集落地区計画 水路（河川･運河）

教育文化施設（学校･図書館･研究施設）

土地区画整理事業 医療施設･社会福祉施設

新住宅市街地再開発事業 （病院･保育所･養護老人ホーム）

市街地 工業団地造成事業 市場･と畜場･火葬場

開発事業 市街地再開発事業 一団の住宅施設

新都市基盤整備事業 一団地の官公庁施設

住宅街区整備事業 流通業務地区

新住宅市街地開発事業の予定区域 公衆電気通信施設

市街地 工業団地造成事業の予定区域 防風･防火･防水･防雪･防砂･防潮の施設

開発事業等 新都市基盤整備事業の予定区域

予定区域 区域の面積が 20ha 以上の一団地の住宅施設の予定区域
一団地の官公庁施設の予定区域

流通業務団地の予定区域

注）これらの内容は都市計画区域に定めることが可能なものを示しています。

準都市計画区域には、用途地域、特定用途制限地域、風致地区等の建築物の用途制限や景観の維持に係るものに限り定め

ることができます。

※　平成 12 年 5 月 19 日公布の都市計画法改正（平成 13 年 5 月 18 日施行）により新たに設けられた地域地区です。

土
地
利
用

都
市
施
設

市
街
地
開
発
事
業

都
市
計
画

●都市計画の内容都市計画の内容
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素案の
作 成

公聴会、説明会等に
よる住民の意見反映

原案の
作 成

公告、
案の縦覧

意見書の
提 出

市町村都市
計画審議会

都市計画
の決定

告示、
永久縦覧

知 事
事前協議

知事の
同 意

※（2週間）

県

市 町 村

住 民

素案の
作 成

公聴会、説明会等に
よる住民の意見反映

県案の
作 成

公告、
案の縦覧

国土交通省
（近畿地方整備
局）
事前協議

意見書の
提 出

市町村の
意見徴収

福井県都市
計画審議会

国土交通大臣
（近畿地方整備局
長）
の同意

都市計画
の決定

告示、
永久縦覧

他の行政機関
との調整等

（2週間）
県

市 町 村

住 民

国土交通省

▽県が定める都市計画

▽市町村が定める都市計画

●都市計画の決定手続き都市計画の決定手続き
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都市の良好な居住環境を確保するために、都市
計画では市街地の範囲や土地利用の用途と道路、
公園、下水道などの都市施設および土地区画整理
事業などの市街地開発事業について、
・住民や利害関係人の意見を反映するため、公
聴会や説明会を開催、計画案を縦覧
・市町村の意見を聴取
・学識経験者、行政関係者などで構成される都
市計画審議会で審議
するなどの手続きを経て都市計画を決定しており、
この中で、河川管理者とも調整して都市計画を定
めるように努めています。
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福井市総人口とＤＩＤ人口の推移
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福井市人口と市街化区域面積の推移
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福井市における市街化区域と市街化調整区域内
の人口密度
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◇市街化の影響

開発前の流域開発前の流域

雨水の大半は地中にしみ込ん
だり、水田やため池に貯留され、
下流への流出は抑えられる。

地表がコンクリートやアスファルトで覆
われたり、森林や水田・ため池がなくな
ることにより、下流への流出が増大し、
低地部での氾濫被害が増加するため、

開発後の流域開発後の流域

雨水排水対策を講じ
ています。

ｰ14ｰ
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流域対策（流域からの雨水流出の抑制）

•保水機能の確保┬（山地対策）┬山林の手入れ
(貯留･浸透) │ └自然林の復元

│
├（農地対策)┬ ため池の保全・改修
│ └ 農業排水との調整
│
└（都市対策）┬土地利用の規制・誘導

├防災調整池(開発規制)
├多目的遊水地の整備
├透水性舗装
├下水道との調整
└個別貯留（学校・各戸)
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●開発許可制度開発許可制度

ｰ16ｰ
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開発行為における調整池の設置について

・開発区域内およびその周辺に溢水等による被害が生じ
ないように区域内の雨水を安全に排除できる排水施設を
設置しています。
・一次放流先の排水能力に応じて、区域内に一時雨水を
貯留する調整池を設置しています。

・開発区域が１ｈａを超える大規模な開発の場合には、
調整池を設置する必要性、その規模について、河川管理
者との協議に基づき、開発事業者に調整池の設置を要
請しており、開発事業者は指導に基づき対応しています。
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貯留対象区域

貯留施設

貯留施設図

断面図
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国
道
８
号

福
井
森
田
道
路

←底喰
川 底喰川

調節容量22,000m3
底喰川

調節容量22,000m3
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市街地開発事業などの都市計画事業については、
河川改修、道路改良事業などの他事業との連携によ
り、効率的な事業推進に努めています。
また、雨水流出に伴う浸水被害の軽減や河川の治
水安全度を維持するために透水性舗装や調整池など
の雨水貯留浸透対策を実施しています。
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多目的遊水地の例:千種公園（福井市）

降った雨を一時的に貯留します。通常はグラウンドや公園な
どに利用します。
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区画整理施行前

区画整理施行後

●土地区画整理事業土地区画整理事業

福井都市計画南部第三社南土地区画整理事業
Ｓ５７～Ｈ８ １１８ｈａ
狐川改修事業
Ｓ３９～Ｈ８ ５１００ｍ
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福井県では、人口の減少、少子高齢化、財政の
硬直化などの社会経済情勢の変化や、中心市街地
の空洞化などの都市の問題に対応したまちづくり
を進めるため、平成１５年度を目途に土地利用や
都市施設の整備方針を定める「都市計画マスター
プラン」の策定をしています。
今後も、都市内の河川については、治水機能を
確保する空間だけではなく、都市の防災機能を確
保する空間、身近な自然環境空間、都市活動を支
える空間として、まちづくりの観点から河川を位
置づけ、魅力ある「河川を活かしたまちづくり」
の検討を河川管理者と連携して進めていきます。


